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 1. はじめに 
本研究の対象は音訳である．音訳とは，視覚障害者等の目の代わりになって一般書籍等に書かれている文
字（墨字）を読み上げて音声のみで聞くことができる録音図書を製作（日本点字図書館，2011）する読語過程で































 上記で示した，研究 1 と研究 2 では，音訳者に録音図書製作を依頼するという形で実験を行い，音訳データを
取得した．まず，実験 1 では，音訳者が本を読み上げながらどのような間（ま）を挿入しているか調べるため，経
験豊富な音訳者 2 名と録音図書製作未経験の初心者 1 名に音訳作業を依頼した．その結果，句点の間（ま）に
特徴がみられたため，さらに実験 2 を行った． 実験 2 では，経験 15 年以上の音訳者 5 名と経験 2 年の音訳者
4 名に録音図書製作を依頼した．取得した音訳データを文章構造の観点から統計的に比較分析したところ，経
験 15 年以上の音訳者と経験 2 年の音訳者では句点の間（ま）等の挿入時間に違いが見られた．その結果をふ
まえ，研究 3 で，経験豊富な音訳者 2 名の間（ま）を合成音声に反映させ，その合成音声の評価を試みる実験 3
を行った． その結果，経験豊富な音訳者の句点や括弧記号の間（ま）の時間長を反映させた合成音声は,校正
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